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夏の思い出を楽しそうに話していた子どもたち。季節も変わり気持ちも新たに、運動会などの大きな

行事に向けて、子どもたち同志同じ目的に向かい、協力して競技種目に取り組めるよう子どもたちの更

なる成長を支援していきたいと思っています。 
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※活動内容は、諸事情により変更になる場合がございますので、予めご了承ください。 

※行事食のお知らせについては、後日文書でお知らせいたします。 

《臨床発達心理士》  

松本先生：９月 1日、4日、8日、10日、11日、15日、16日、17日、18日、24日、28日、30日 

《言語聴覚士(ＳＴ)》                       
 

二宮先生： 4日、7日、9日、14日、18日、24日 

《理学療法士(PT)》                       

福山先生： 10日、16日、30日 

 

 

 
 

   

9月 歩路だより       



 

 

今年の夏は、子どもたちが思いきり、そして一緒に遊んだ「水遊び」の活動を、 

通して十分に涼んだ気持ちになった私です。私は、おもにうめぐみを担当させて 

いただいております。お子さん方の全体的な様子についてですが、４月当初に比べますと、子どもたち 

自らのお友達への働きかけが増えてきております。絵本や図鑑を一緒に読もうと誘ったり、自由遊びでは、

ブロックを持ち戦隊ものになりきり、ごっこ遊びを一緒にしたりと楽しく過ごしている姿が見られています。 

日々子どもたちと接していると、一人ひとりが「お友達と一緒に遊びたい、楽しく過ごしたい」という 

気持ちを持ってはいるけど、具体的にどのように伝えたらよいかが分からないと思っているのだと感じます。   

その為、絵カードで簡単な話をつくり、相手の気持ちを交えたうえで、友達への関わり方を伝えたり、実際

の遊びの場面に介入して伝え方のモデルを示したりと、日々の療育の中で、繰り返し伝え、子どもたち自身

が理解して行動できることを目指して関わらせてもらっています。 

 至らない点も多くありますが、お子さんたちが、幼稚園や保育園などの大きな集団の中でも安心して過ご

せるように支援を行っていきたいと思います。これからもよろしくお願いいたします。 

 

 

   

 

「集団」について考えてみよう。  

 新年度が始まってはや 5ヶ月余り。歩路での生活には慣れましたか？ 

 ご利用いただく際に、しばしば「幼稚園や保育園と歩路って何が違うの?」というご質問を受けます。そうですね、一番 

わかりやすい違いは、活動の際の一クラスのお子さんの人数でしょうか。一番人数が多いクラスでも、12～13人ほどで

す。では、なぜこのような少人数のクラス(小集団)で活動するのだと思われますか?え、「たまたまそうなった?」わけでは

決してないのですよ！！ 

 一番の理由は、お子さんたちが「落ち着いた状態で丁寧に一つひとつのことに取り組むため」です。「ただそれだけ?！」

とおっしゃらずに。これが難しいお子さんが少なくありません。例えできる力が芽生えていても、周囲の刺激の影響を受

けやすく、興奮しやすかったり注意が逸れやすかったり、自分から必要なはたらきかけができなかったり。このような特性

のために、落ち着いた丁寧な取り組み方ができず、大きな集団のみでは社会で生きていくために求められる力を学び 

とることが難しい子どもたちがいます。そういった場合、大人数と比べて刺激の量が少なめである・お子さんのニーズや

課題に応じて細かく活動内容が設定しやすい・必要に応じて個別的な対応をとりやすいといった、小集団で学ぶことが 

とても有効です。 

 わたしたちはそれぞれのお子さんに応じた集団の大きさというものがあると思っています。ですから、状態や段階に 

応じて、幼稚園や保育園といった、歩路よりも大きい集団での学びも、応援しています。 

ただ、どのような集団場面で何を学んでいくことが適しているかは、それぞれお子さんによって異なります。併行通園

により、小集団療育と大きめの集団とをうまく利用することもいいですね。その際は「保育所等訪問支援」でもサポート 

していきますので、どうぞご利用ください。 

 

職員通信 今月の担当は、白石 瞳です。           
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○お子さんの持ち物には、衣類等も含めすべてに記名をお願いします。 

名前のないものに関しては、こちらで記名させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○書類や薬をお子さんの鞄の中に入れる際は、お手数ですが連絡帳にその旨の記載をお願いいたします。 

○晴天時は、活動予定を変更して、屋外遊びを行うこともありますので、毎日帽子を持たせて下さい。 

 

さんぽのときは、ぼうし 

専門職通信 今月の担当は、臨床発達心理士 松本 みどり先生です。 
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